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ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
は
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
住

民
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

　

最
近
で
は
、
ご
近
所
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
機
会
や
玄
関
前
で

の
立
ち
話
な
ど
、
ご
近
所
同
士

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

住
民
同
士
が
交
流
す
る
場
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
そ
ん
な
地
域
の
方

た
ち
が
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
出
会
い
、
交
流
し
、
相

談
し
た
り
、
悩
み
を
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
仲
間
と
の
支

え
合
い
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
効
果
と
し
て
は
、

近
く
に
集
う
場
が
あ
れ

ば
、
気
軽
に
出
か
け
い

ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
す

る
こ
と
で
孤
立
、
閉
じ

こ
も
り
の
防
止
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

で
の
会
話
か
ら
、
日
頃

の
心
配
ご
と
や
地
域
の

福
祉
課
題
を
発
見
し
、

解
決
の
た
め
に
関
係
者

や
機
関
と
協
力
す
る
な

ど
、
地
域
の
福
祉
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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二
月
二
十
六
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
愛
の
輪

協
力
員
・
福
祉
推
進
員
・
民
生
児
童
委
員
合
同
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
に
気
づ
い
た

と
き
に
相
談
す
る
必
要
性
の
理
解
を
目
的
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
森
本
智
喜

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
解
決
へ
の
第
一
歩

－

気
づ
い
た

ら
誰
に
・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

－

」
と
題
し
た

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
様
子
に
気
を
配
り
、
感

じ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
自
分
だ
け
で
留
め
、
悩
む
の
で
は

な
く
、
誰
か
に
相
談
し
、
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
相
談
す
る
相
手
は
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
人
や
携
帯
電

話
の
電
話
帳
の
登
録
者
な
ど
話

し
や
す
い
人
に
相
談
す
る
な
ど

具
体
例
を
あ
げ
、
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
行
政
、
社
協
な

ど
の
専
門
機
関
に
相
談
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
地
域
の
住
民

同
士
で
も
話
し
合
い
、
共
通
認

識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
み

な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に

あ
る
困
り
ご
と
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
み
な
さ
ん
が
相
談
し
た

り
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
や

存
在
が
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
身
近
に
感

じ
て
お
ら
れ
る
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
さ
れ
ま‌

し
た
。

『
福
祉
推
進
員
』

　
小
地
域（
＝
地
区
・
自
治
会
・
班
）を
エ
リ
ア
に
行
な
わ
れ
る
住

民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
共
助

の
役
割
を
担
う
べ
く
「
福
祉
推
進
員
」
を
各
自
治
会
五
十
世
帯
を

基
準
に
一
名
選
出
し
、
自
治
会
長
の
推
薦
に
よ
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

　
主
に
自
治
会
の
福
祉
活
動（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
）へ
の
働
き

か
け
、
そ
し
て
民
生
児
童
委
員
・
愛
の
輪
協
力
員
な
ど
と
協
力
し

て
地
域
の
福
祉
問
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
「
担
い
手
」
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
愛
の
輪
協
力
員
』

　
北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
等

に
対
し
て
、
日
常
生
活
の
見
守
り
と
緊
急
時
の
対
応
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、「
愛
の
輪
協
力
員
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

⃝

愛
の
輪
協
力
員
と
は
？

　
①‌�

自
治
会
が
中
心
と
な
り
、担
当
民
生
児
童
委
員
と
協
議
の
上
、

近
隣
者
等
の
中
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
②‌�
愛
の
輪
協
力
員
は
、
一
人
で
対
象
者
一
人
を
担
当
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

⃝

愛
の
輪
協
力
員
の
援
護
活
動

　
愛
の
輪
協
力
員
は
訪
問
等
、
愛
の
一
声
運
動
を
進
め
、
対
象
者

の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員

等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
、
対
象
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

『
緊
急
連
絡
キ
ッ
ト
』

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
要
援
護

者
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
急
病
な
ど

急
に
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
消

防
署
の
救
急
隊
員
や
か
け
つ
け
た
方
に

持
病
や
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く

確
実
に
知
ら
せ
、
命
を
守
る
こ
と
の
た

め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』

気
づ
け
る
場

相
談
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た

最近、あの人が
家から出る姿
を見かけんに。
ひとり暮らしだ
し心配だけ一
緒に様子を見
に行こうや。

今日はあの人が来と
んならんけどどうし
なっただろうか。帰り
によってみるわ。

健康チェックレクリエーション談笑
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各
種
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
香
典
返
し
等
の
寄
付
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
月
十
六
日
ま
で
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行

は
三
ヶ
月
に
一
度
の
た
め
、
掲
載
期
日
が
遅
れ
ま
す
こ
と
を
御
承
諾
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
に
か
え
て

金
一
封　
　

別　

所　
　

斎
尾　

正
美
さ
ん

　
（
父　

巖　

様　

死
去
に
よ
る
香
典
返
し
）

金
一
封　
　

妻　

波　
　

松
本　

文
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

快
治　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

島　
　

坂
本　

克
章
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

榮 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

松　

神　
　

山
下　

博
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

靜
江　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東　

園　
　

田
中　

早
苗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
子　

忠
美　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　

鉄
井　

一
輝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

富
徳　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

曲　
　
　
　

石
賀　

昭
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

幾
枝　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

藤
本　

春
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
子　

小
百
合
様　

〃　

）

金
一
封　
　

曲　
　
　
　

石
賀
ま
ゆ
み
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

壽
廣　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

下　

神　
　

倉
本　

英
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

幹
紀　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

穂　

波　
　

宮
地　

正
吾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

瀧
雄　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　
日
置
粂
左
ヱ
門
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妹　

起
美
惠
様　

〃　

）

金
一
封　
　

妻　

波　
　

米
田　

孝
実
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

房
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

瀬　

戸　
　

徳
山　

克
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

信
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

竹
歳
美
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

喜
平　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

稲
垣　

祐
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

郁
男　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

妻　

波　
　

高
見　

文
恵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

登 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

国
坂
浜　
　

青
亀　

泰
寿
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

泰
巳　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大
山
町　
　

中
田　

博
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母 

坪
井
し
づ
子
様　
〃　

）

金
一
封　
　

原　
　
　
　

磯
江　

勝
利
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

智
惠
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
七
区　

前
田
惠
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

功
三
郎
様　

〃　

）

金
一
封　
　

岩　

坪　
　

中
本　

憲
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

典
重　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

松　

神　
　

小
矢
野
静
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

豊
次　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

原　
　
　
　

馬
壁　

高
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

操 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

友
定　

武
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

豊 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　

後
藤　

和
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

清
正　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

高
千
穂　
　

前
田　

敏
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

忠
夫　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　

日
置　

和
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

一
見　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

下　

神　
　

牧
田　

和
秋
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

敏
雄　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
新
田
場　

石
井　

功
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

政
子　

様　

〃　

）

◎�

寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
御
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
御
本

人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
寄
付

　
　
　
　
　
　

ほ
の
ぼ
の
会　

様　
　

野
菜

由
良
宿
一
区　

飯
田　

博
孝　

様　
　

野
菜

～共同募金 北栄町共同募金委員会から～　実績報告!
平成29年度歳末たすけあい募金実績額� 1,063,895円
【実績額の内訳】

募金種別 募金実績額 備　　考
戸 別 募 金 868,396円 世帯当たり� 200円を目標
街 頭 募 金 86,503円 大栄赤十字奉仕団

北条赤十字奉仕団
イベント募金 107,796円 福祉まつり
個 人 寄 付 1,200円
合　　計 1,063,895円

平成29年度赤い羽根共同募金実績額� 3,447,434円
【実績額の内訳】

募金種別 募金実績額 備　　考
戸 別 募 金 3,043,371円 世帯当たり� 750円を目標
法 人 募 金 307,500円 事業所� 107社
学 校 募 金 16,726円 小・中学校� 4校
職 域 募 金 51,447円 県園芸試験場、鳥取中央育英高

校、北栄町役場、北栄町社協
募 金 箱 3,246円
街 頭 募 金 4,836円 北栄町社会福祉協議会職員
そ の 他 16,275円 こども園・保育所等
個 人 寄 付 4,033円
合　　計 3,447,434円

　10月１日～ 12月31日の期間中、町民皆様
から御協力いただいた共同募金は、県共同
募金会に送金した後、地域福祉推進の財源
として北栄町社会福祉協議会に配分を受け、
様々な福祉事業を展開します。 御協力ありがとうございました。

（� ）御寄付いた
だきました

　
十
二
月
、
北
栄
町
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
米
久
お

い
し
い
鶏
株
式
会
社（
金
森
史

浩
社
長
）よ
り
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
鶏
肉
を
贈
呈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
会
の
各
事
業
所
の
利
用
者

で
昼
食
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
鶏
肉
」の
寄
贈

◇
応
募
資
格
／
鳥
取
県
に
在
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
方

（
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

◇
競
　
　
技
／
全
十
二
種
目

　
　
　
　
　
　‌�

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

◇
開
催
日
時
／
平
成
三
十
年
五
月
中
下
旬

　
　
　
　
　
　
※
種
目
に
よ
っ
て
日
程
が
違
い
ま
す
。

◇
開
催
場
所
／
鳥
取
県
中
部
地
区
を
中
心
に
開
催
予
定

◇
募
集
方
法
／‌�

所
定
の
参
加
申
込
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お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
、予
約
は
不
要
。

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

相談日 相談員氏名 相談所 相談日 相談員氏名 相談所
4月  5日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 5月18日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★

12日㈭ 畔田敏子・竹原光余 人権相談★ 24日㈭ 山根義文・山信賀津子 よろず相談★
13日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 6月  1日㈮ 遠藤隆好・岩垣知恵 人権相談★
19日㈭ 塚本美知子・寺方弘美 よろず相談☆ 7日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆

5月10日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 15日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★
17日㈭ 福光正道・助谷智恵美 人権相談☆ 19日㈫ 濱川康夫・岩垣春枝 よろず相談☆

総
合
相
談
所

●開設時間　午後1時から午後3時
●開設場所　☆北栄町社会福祉センター（瀬戸36－2）　★北条高齢者福祉センター（田井46－2）
　　　　　　※行政相談は、大栄・北条地区で毎月１回ずつ開設します。

福祉相談 ㈪〜㈮  9：00〜17：00
祝祭日・年末年始除く 北栄町社会福祉センター 社会福祉協議会職員

（ケアマネージャー）

広報紙掲載内容についての問い合わせ・申込み・相談
社会福祉法人北栄町社会福祉協議会� 電話 37－4522

『日常生活自立支援事業』
　利用者ができる限り地域で自立した生活を継続していくた
めに、「福祉サービスの利用援助」「日常的な金銭管理サービ
ス」「書類等の預かりサービス」を行います。
　それでは、内容を見てみましょう。

「福祉サービスの利用援助」
① ‌�福祉サービスを利用し、または利用をやめるために必要

な手続き
② ‌�福祉サービスの利用料を支払う

手続き
③ ‌�福祉サービスについての苦情解

決制度を利用する手続き
※福祉サービス…‌�デイサービス、ヘルパー利用、施設入所など

「日常的な金銭管理サービス」
① 年金及び福祉手当の受領に必要な手続き
② 医療費を支払う手続き
③ 税金や社会保険料、公共料金を支払う手続き
④ 日用品等の代金を支払う手続き
⑤ ‌�①～④の支払いに伴う預貯金の払い戻し、

預貯金の解約、預貯金の預入れの手続き

「書類等の預かりサービス」
保管できる書類等
① 年金及び福祉手当の受領に必要な手続き証書、
② 預貯金の通帳、③ 権利証、④ 契約書類、
⑤ 保険証書、⑥ 実印・銀行印　など
◎利用できる人はどんな人？
　‌�　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などで、判

断能力が不十分な方あるいは判断能力が低下された方で、
この事業の契約内容を一定程度理解できる方が対象となり
ます。ただし、契約行為は本人にしてもらいます。

　※施設入所や病院に入院されている方も利用できます。
◎利用料
　１時間の支援 1,200円（以降30分毎に600円）
　※生活保護世帯 無料
　※御相談は無料です。

◎支援内容
　・福祉サービスの利用援助
　　‌�　福祉サービスの申し込み手続きや契約などの支援をし

ます。
　・日常的金銭管理サービス
　　‌�　日常生活に必要な金融機関の預貯金の出し入れ、公共

料金の支払いなど、日常的なお金の出し入れをお手伝い
します。

　・書類等預かりサービス
　　‌�　預貯金の通帳や権利証、実印など、

大切な書類を預かります。
◎支援者
　・‌�社会福祉協議会と雇用契約を結んだ「生活支援員」と「専

門員」が支援します。

『成年後見制度』
　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力の
不十分な方で、不動産や預貯金などの財産を管理したり（財
産管理）、介護サービスや施設への入所に関する契約を結ん
だり（身上監護）、遺産分割の話合いが難しい場合があります。
また、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。このような
方々を保護し、支援するのが成年後見制度です。
◎支援の具体的内容
財産管理
　 ・預貯金や年金の管理、生活費の各種の支払い
　・不動産の管理、保険料や税金等の支払い、手続き
　・生命保険や相続の手続きなど
身上監護（身の回りの法的な支援）
　・入院、入所の契約、支払い、定期的な訪問
　・福祉サービス利用に必要な手続き
　・福祉サービス利用計画の確認、施設との話し合い
　・住まいに係る必要な契約、支払いなど
◎利用できる人はどんな人？
　‌�　判断能力が十分でない方です。能力の程度により、「補助」
（判断能力が不十分）・「保佐」（判断能力が著しく不十分）・
「後見」（判断能力が欠けているのが通常の状態）

　※判定は医師が行います。

日常生活自立支援事業と成年後見制度
　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの、判断能力が不十分な方に対する日常生活を支援す
る援助方法として、主に２つの方法があります。それは「日常生活自立支援事業」と「成年後見制度」です。


